
新

庄

久

釧

路

湿

原

の

ハ
ン
ノ
キ

林

士
'じ、

ひろが るハンノキ林

(釧路湿原キラコタン崎)

写真1

は

じ

め

に

現
在
、
釧
路
湿
原
は
中
央
部

の
五
〇

一
一
・

四
㎞
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
あ
わ

せ
て
鳥
獣
保
護
区
、
ラ

ム
サ
ー

ル
条
約

に
よ
る

自
然
保
護
地
区

の
網
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
地
積
は
東
京
都

の
国
電

・
山
の
手
線

に
囲

ま
れ
る
面
積

に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
と

い
う
。

し
か
し
、
総
面
積
二
九
、
○
八
四
㎞
と
さ
れ

る
湿
原
は
、
す

で
に
三
、
三
七
四
㎞
が
開
発
さ

れ
、さ
ら
に
三
、
四
二
四
㎞
は
事
業
が
実
施

さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
は
計
画
さ
れ
て

い
る

(
一
九

八
○
年
、
北
海
道
開
発
局
)。
し
た
が

っ
て
、
宅

地
化
や
草
地
造
成
を

の
が
れ
、
未
開
発

の
ま
ま

残
る

の
は
七
〇
%
余
り

の
二
二
、
二
八
六
㎞
に

せ
ば
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
開
発

は
湿
原
に
流
入
す
る
河
川
の
上
流
域

に
集
中
し
て
い
る
か
ら
、し
ば
し

ば
左

の
手

の
ひ
ら
に
た
と
え
ら
れ
る
釧
路
湿
原
が
、
指

の
部
分
を
み
な
切
り
と
ら
れ
た
状
態
に
な
り
、

押

し
よ

せ
る
非
湿
原
化
の
波

に
お
び
や
か
さ
れ
る
結
果
を
招

い
て
い
る
。

ま
た
、
残
さ
れ
た
湿
原
自
体

の
変
容
も
目
に

つ
く
。
山
砂
の
流
入

に
よ

っ
て
河
床
は
極
端

に
浅
く
な

り
、
上
流
河
川
の
直
水
路
化
も
重
な

っ
て
、
蛇
行
す

る
湿
原
内
の
自
然
河
川
が
氾
濫
す
る
。
排
水
溝

の

掘
削
な
ど
に
よ

っ
て
地
下
水
位

が
低
下
し
、
乾
燥
の
道
を
た
ど
る
泥
炭
地
は
丘
陵
地
の
植
物

や
帰
化
植

物
の
侵
入
を
許
し

て
い
る
。
分
布
域
を
拡
大
す
る

ハ
ン
ノ
キ
林
も
そ
の

一
つ
の
事
例
で
、
近
年
、特

に
注

目
を
集

め
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
以
前
は

ヨ
シ
や

ス
ゲ
原
で
あ

っ
た
湿
原
域
が
、
急
速

に

ハ
ン
ノ
キ
林
に
占
有

さ
れ
て
き

て

い
る
と

い
う
景
観

の
変
容

に
つ
い
て
で
あ
る
。
釧
路
湿
原
が
湿
原

そ
の
も
の
の
遷
移
か
ら
、
樹
林
形

成

の
段
階

に
移
行
し

つ
つ
あ

る
の
で
は
な

い
か
。

湿
原

が
湿
原
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
危
限
を
呼
び
お
こ
し
て

い
る
。

そ
こ
で
、
釧
路
湿
原

の
現
況
を
知
る

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て

ハ
ン
ノ
キ
林

に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
釧
路
湿
原
に
お
け
る

ハ
ン
ノ
キ
林
に

つ
い
て
は
、
館
脇

・
辻
井

(
一
九
五
六
)、
田
中
二

九
六
三
、

六
九

・
七
五
)、
神

田

・
星

二

九
八
二
)、
新
庄

(
一
九
七
六

・
七
七

・
七
八

・
八
二
)
ら

の
報
告

が
あ

る
。

ハ
ン
ノ
キ
林

の
分
布

釧
路
湿
原
に
お
け
る

ハ
ン
ノ
キ
林

の
分
布
域
は
大
き
く

二
つ
に
わ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
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第

一
は
、

一
種
の
お
ぼ
れ
谷
状
と
な

っ
て
丘
陵

地
に
深
く
湾
入
す
る
河
川
の
上
流
域
を
分
布

の
中
心

と
す

る

ハ
ン
ノ
キ
林

で
あ
る
。
周
囲
か
ら
は
幾
筋
も

の
支

流
が
注
ぎ
、
丘
陵

地
か
ら
土
砂
が
供
給
さ
れ
、

湿
原
に
あ

っ
て
は
最
も
湿
地
林

の
形
成
に
適
し
た
立
地
で
あ

る
。

釧
路
湿
原
は
北
半
部
で
は
北
か
ら
南

へ
、
南
半
部
で
は
西
か
ら
東

へ
、
お
よ
び
北
西
か
ら
南
東

へ
と

ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し

て
い
る
の
で
、
地
形
に
沿

っ
て
流
下
し
た
河
川
は
す

べ
て
湿
原
東
端

の
丘
陵
地

に

沿

っ
て
南
下
す

る
釧
路
川
に
合
流
し
、
太
平
洋
に
注

い
で
い
る
。

こ
の
た
め
河
川
の
上
流
域
を
う
め
る

ハ
ン
ノ
キ
林
は
、
湿
原
の
西
部
か
ら
北
部

に
か
け
て
集
中
す
る
。

湿
原
を
丘
陵
地

か
ら

の
ぞ
む
時
、
西

部

か
ら
は

ハ
ン
ノ
キ
林
が
広
く
分
布
す

る
湿
原
が
展
開
し
、
東
部
か
ら

の
展
望

で
は

ヨ
シ
ー

ス
ゲ
原
に

ハ
ン
ノ
キ
林
が
点
在
す
る
と
い

っ
た
景
観

に
な
る
。

以
上

の

ハ
ン
ノ
キ
林

は
、
樹
高

一
〇
ー

一
二

m
、
胸
高
直
径

一
〇
ー

一
五

㎝
、
樹
令
五
〇
1
七
〇
年

と

い
っ
た
高
木
林

で
、
ヤ
チ
ダ

モ
、

ハ
ル

ニ
レ
、
キ

ハ
ダ
な
ど
が
混
生
し
、
秋
の
紅
葉
期
に
は
暗
緑
色

の

ハ
ン
ノ
キ
林
に
、
ヤ
チ
ダ
モ
や

ハ
ル
ニ
レ
の
淡
黄
緑
色

が
浮
き
だ
さ
れ
る
安
定

し
た
湿
地
林
で
あ
る
。

林
床
は
高

さ
三
〇
ー
四
〇

㎝
に
隆
起
し
た
谷
地
坊
主

(
ス
ゲ
類
叢
株
)
が
発
達
し
、
そ
の
上
に
ヤ

マ

ド
リ
ゼ

ン
マ
イ
や
低
木

の
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
が
密
生
す
る
。
他

に
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、

エ
ゾ

ニ
ワ
ト

コ
な
ど

も
散
見
さ
れ
る
。

ハ
ン
ノ
キ

の
根
株

は
四
〇

㎝
内
外
水
位
面
よ
り
隆
起
し
て
、
し
ば
し
ば
谷
地
坊
主
と

重
な
る
。
冠

水
す

る
凹
地

に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
カ
イ
ゥ
、
ヤ
ナ
ギ
ト
ラ
ノ
オ
、
ミ
ズ
ド
ク
サ
な

ど
が
群
生
し
、
夏
期
と
も
な
れ
ば
通
り
抜
け
ら
れ
な

い
ほ
ど
に
繁
茂
す

る
。

高
木
に
な

っ
た

ハ
ン
ノ
キ
は
下
枝
を
落
と
し
て
い
る

の
で
林
相

は
疎
林
と
い

っ
た
景
観

だ
が
、
樹
冠

は
互

い
に
連
続
し

て
屋
根
状
の
林
冠
を
形
成
し
、
林
内

は
暗

い
.、
遠
望
す
れ
ば
サ
バ

ン
ナ
に
似

た
樹
林

景
観

と
し

て
う
け
と
め
ら
れ
る
。

全
体

と
し

て
、
釧
路
湿
原

の
周
縁
域
を
取
り
囲
む
と
い

っ
た
分
布
。パ
タ
ー

ン
を
示
す

ハ
ン
ノ
キ
林
で

あ
る
。

第

二
は
、
湿
原
内
を
蛇
行
す
る
河
川
の
自
然
堤
防
地

に
成
立
す

る

ハ
ン
ノ
キ
林

で
あ
る
。
自
然
堤
防

地
は
周
囲

の
ヨ
シ
ー

ス
ゲ
原
よ
り
五
〇

㎝
内
外
隆
起
し
た
凸
地

で
、
高
さ
二
〇
〇

㎝
を

こ
え
る
ヨ
シ
が

イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ

ス
も
ま
じ
え
て
密
生
し
、

ベ
ル
ト
状

に
発
達
す
る
。
季
節
的
な
氾
濫
に
よ

っ
て
土
壌
が

供
給

さ
れ
る
立
地
で
あ
る
。

ハ
ン
ノ
キ
は
樹
高

六
-
八

m
、
胸
高
直
径

一
〇

㎝
内
外
、
樹
令
三
〇
1

四
〇
年
と
、
前
者
よ
り
も
幾

分
小
型

で
、
亜
高
木
林

と
い
っ
た
景
観
を
形
成
す
る
。
ヤ
ナ
ギ
類
を
混
生
し
、
河
川
に
沿

っ
て
点
在
す

る
拠
水
林

で
あ
る
。

河
川
が
蛇
行
す

る
屈
曲
部

は
小
規
模
な
氾
濫
原
と
な
り
、
三
日
月
湖

の
周
囲
な
ど
に
も
ま
と
ま

っ
た

樹
林
を
形
成
し
、
林
床
に
谷
地
坊
主

の
発
達

が
み
と
め
ら
れ
る
。
遠
望
す
る
と
、
ヨ
シ
ー

ス
ゲ
原

に
島

状
に
点
在
す
る

ハ
ン
ノ
キ
林

と
し
て
観
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

ハ
ン
ノ
キ
林
は
旧
河
川
跡
に
形
成
す

る
事
例
も

み
と
め
ら
れ
、
散
在
す
る

ハ
ン
ノ
キ
林
を
た
ど
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
か
つ
て
の
流
路
が
浮
か

び
で
た
り
も
す

る
。

ま
た
、
自
然
堤
防
地
の

ハ
ン
ノ
キ
林

は
次

の
よ
う
な
分
布
に
も
発
展
す

る
。

釧
路
湿
原
は
大
部
分
が
ヨ
シ
ー

ス
ゲ
類
湿
原

(低
層
湿
原
)
で
占
め
ら
れ
る
が

(約
八
○
%

)、
ミ
ズ

ゴ
ケ
湿
原

(高
層
湿
原
)
も
わ
ず

か
に
点
在
す

る

(約
二
%
)。
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原

の
多
く

は
自
然
堤
防
に

囲
ま
れ
た
湿
原
域

に
位
置
す
る
。

自
然
堤
防
に
よ

っ
て
流
水
に
よ
る
酒
養
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
、
雨
水
に

よ

る
酒
養
が
・王
に
な

っ
て
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
が
発
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
よ

う
な
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
は
自
然
堤
防
に
分
布
す
る

ハ
ン
ノ
キ
林
の
侵
入
を
う
け
、
樹
林
に
と
り
囲
ま
れ
る

こ
と
に
も
な
る
。
現
在
、
釧
路
湿
原
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原

の
大
半

は
こ
の
よ
う
な

ハ
ン
ノ
キ
林
に
囲
ま
れ

る
事
例

が
多

い
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
に
接
す
る

ハ
ン
ノ
キ
林
は
高
木
林
を
形
成
す

る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
樹
高
二
ー

三

m
、
樹
幹
直
径
五

㎝
内
外
、
樹
令
二
〇
ー

三
〇
年

の
低
木
林
を
主
体
と
す
る
。
数
本

の
屈
曲
し
た
樹

幹
が
林
立
し
、
樹
枝

は
互

い
に
か
ら
ま

っ
て
密
生
す
る
。
林
床
は
高
さ
二
〇
ー
三
〇

㎝
に
盛
り
上
が

っ

た
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
ブ
ル
ト
が
発
達
し
、
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、
ホ

ロ
ム
イ

ツ
ツ
ジ
、
ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
が
混
生
す
る
。

ミ
ズ
ゴ
ケ
ブ

ル
ト
の
頂
部
に
は
ス
ギ
ゴ
ケ
が
密
生
し
、
ヤ

マ
ド
リ
ゼ

ン
マ
イ
が
株
を

つ
く

っ
て
、

ハ
ン

ノ
キ
の
根
株
に
重
な
る
。
ブ

ル
ト
間
の
凹
地
は

ム
ジ
ナ
ス
ゲ
が
群
生
し
、

ハ
ン
ノ
キ
林
の
林
床
と
し

て

は
特
異
な
植

生
を

み
せ
る
。

以
上

の

ハ
ン
ノ
キ
林
は
、
湿
原

の
中
央
域
に
分
布
す
る
樹
林
の
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。

分
布
域
の
変
遷

ハ
ン
ノ
キ
林

が
湿
原
域
を
占
め
る
地
積
を
大
づ
か
み
に
見
る
な
ら
ば
、
湿
原

の
開
発
が

ハ
ン
ノ
キ
林

の
分
布
域
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
、
二
九
、
○
八
四
㎞
の
う

ち
六
、
七
九
八
㎞
が
開
発
対
象

域

で
あ
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
、
湿
原
全
体
の
お
よ
そ
二
〇
ー
三
〇
%
を

ハ
ン
ノ
キ
林
が
占
め
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
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こ
こ
で
は

ハ
ン
ノ
キ
林

の
分
布
域

の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

釧
路
湿
原
の
中
央
域
よ
り
や
や
西
方

の
温
根
内
地
区

に
東
西
四
三
〇

m
、南
北

二
五
〇

m
、
水
深
約
二

m
の
赤
沼
が
あ
る
。
水
は
無
色

透
明
で
あ
る
が
、
沼
岸
な
ど
に
水
酸
化
物

が
沈
着
し
て
赤
褐
色
に
み
え

る
た
め
に
こ
の
名
が
あ

る
。
赤
沼

の
南
域
に
東
西
約
二
、
五
〇
〇

m
、
南
北
約

]
、
五
〇
〇

m
の
釧
路

湿
原
最
大

の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原

(
高
層

・
中
間
湿
原
)
が
位
置
す
る
。

】
九
三

一
年
、
釧
路

川
治
水
工
事
に
と
も
な

い
右
岸

に
そ

っ
て
北
上
し
た
堤
防
が
、
新
水
路

の
分
岐

地
点

か
ら
西
走
し
、
温
根
内
地
区

の
ミ
ズ
ゴ

ケ
湿
原
を

ほ
ぼ
南
北
に
二
分
し
た
。

温
根
内
地
区
の

ハ
ン
ノ
キ
林
は
丘
陵
地
に
侵
入
す
る
谷
地
の
湿
原
域
を
う

め
る
タ
イ
プ
と
、
河
川
沿

い
の
拠
水
林

タ
イ
プ
、
さ
ら
に
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
を
と
り
囲
む
低
木
林
タ
イ
プ
が
混
在
す

る
。
堤
防
造
成

か
ら
約
四
〇
年
後

の

一
九
七
三
年

(環
境
庁
作
成

)
と

一
九
八
○
年

(北
海
道
作
成

)
の
空
中
写
真
を

み
る
と
、
堤
防

の
北
部
と
南
部

で
ち
が

い
は
あ
る
も
の
の
、

ハ
ン
ノ
キ
林

は
林
地
を
拡
大
し
て

い
る
よ

う

に
み
え
る
。
丘
陵
地
周
辺

の
ハ
ン
ノ
キ
林
は
し
だ

い
に
湿
原
内
域

に
分
布
を

ひ
ろ
げ
、
河
川
沿

い
の

拠
水
林

タ
イ
プ
や

ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
を
と
り
囲
む
樹
林

も
互

い
に
連
続
し
た
り
、
あ
る

い
は
新

た
な
林
地

図1釧 路湿原温根 内地区のハンノキ林

(環境庁1973空 中写真 よ り作図)

を
形
成
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
南
部
は
そ
の
傾
向

が
著
し
い
。

し
か
し
、

こ
の
七
年
余

り
の
短
期
問

に
急
速
に

ハ
ン
ノ
キ
林
の
分
布
域
が
ひ
ろ
が

っ
た
の
で
は
な
い
。

空
中
写
真
を
く
わ
し
く
み
る
と
、

一
九
七
三
年
に
写
し

だ
さ
れ
た

ハ
ン
ノ
キ
林

の
大
部
分
は
高
木
林
で

あ
る
。

一
九
八
○
年
に
は
こ
れ
ら
の
高
木
林
に
亜
高
木
林
、
低
木
林
を
加
え
て

い
る
。
低
木
林
を
測
定

す
る
と
樹
齢

二
〇
ー
三
〇
年

で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
九
八
○
年
に
新
た
に
出
現
し
た

ハ
ン
ノ
キ
林
は

一

九
七
三
年
に
は
す

で
に
分
布
し
て

い
た
が
、
ま
だ
樹
高
が
二

m
に
み
た
な

い
幼
樹

で
あ

っ
た
か
ら
、
高

さ
二
〇
〇

㎝
を

こ
え
る
密
生
し
た

ヨ
シ
に
樹
冠

は
か
く
れ
、
湿
原

の
景
観
に
は
登
場
し
な
か

っ
た

の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ

一
〇
年
の
間
に
急
速

に
ひ
ろ
が

っ
た
よ
う
に
み
え
る

ハ
ン
ノ
キ
林

は
、
実
際

は
そ

の
ニ

ー
三
倍
の
年
月
を
要
し
た
変
化
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
前
述

の

ハ
ン
ノ
キ
林
は
ど
の
よ
う

に
し

て
分
布
を
ひ
ろ
げ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

種
子
が
散
乱

し
て
新

た
な
樹
林
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

釧
路
湿
原

に
お
け
る

ハ
ン
ノ
キ
の
樹
型
を

み
る
時
、

同

一
の
根
株
か
ら
多

く
の
樹
幹
が
林
立
す
る
事

例
が
多

い
の
に
気
が

つ
く
。

⊃ ユ皿 ハ ン ノ

(北 海 道1980空 中 写真 よ り作 図)

低
木
林
が
最
も
顕
著

で

一
〇
数
本

の
屈
曲
し
た
樹
幹
が
た
ち

な
ら
び
、
ブ

ッ
シ
ュ
状
を
呈
す

る
。

亜
高
木
林
は
低
木
林
ほ
ど

密
生
し
な

い
が
、
数
本

の
樹
幹
を
林
立
さ
せ
、
根
株

に
枯
損
木

を
も

つ
場
合
が
多

い
。
高
木
林

に
お

い
て
は
数
本

の
樹
幹
が
並

ぶ
と
い
う
事
例
は
少
な

い
が
、
下
枝

を
お
と
し
て
直
立
す
る
樹

幹

の
根
も
と
に
は
枯
損
木
や
倒
木
を

み
と
め
る
。
林
立
す

る
樹

幹
を
地
上
三
〇

㎝
か
ら
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
輪
を
数
え
る
と
、

一
ー
二
年
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
数
で
あ

る
。
つ
ま
り
、

林
立
す
る
樹
幹

は
萌
芽
で
あ

っ
た
。
現
在
、
釧
路
湿
原
で
観
察

で
き
る

ハ
ン
ノ
キ
林

の
大
半
は
萌
芽
更
新

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

種
子
か
ら
生
育
を
は
じ
め
た

ハ
ン
ノ
キ
は
、

一
定

の
段
階

で

立
ち
枯
れ
の
時

期
を
む
か
え
る
。
最
初

の
侵
入
時
期
は
立
地
環

境

が

ハ
ン
ノ
キ
に
と

っ
て
劣
悪

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

か
な
り
短
期
間
に
立
ち
枯
れ
の
時
期
を
迎
え
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
そ

の
後
、
萌
芽
に
よ

っ
て
再
生
し
、
初
期

は
低
木
林

の
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段
階

で
萌
芽
更
新
を
く
り
返
し
、
し
だ

い
に
亜
高
木
林
、
高
木
林

の
段
階
に
移
行
し
て

い
っ
た
と
仮
定

す

る
。

こ
の
時
、
高
木
林
に
近
づ
く

に
つ
れ
て
残
る
萌
芽

は
減
少
し
て
、
最
終
的
に
は

一
本

の
樹
幹

の

み
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
景
観
と
し
て
は
高
木
林

の
段
階

に
な
る
と
、
種
子
に
よ
る

ハ
ン
ノ
キ
林
も
、

萌
芽

に
よ
る

ハ
ン
ノ
キ
林
も
類
似
し
た
疎
林
を
形
成
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
萌
芽
に
よ
る
高
木
林

は
根
株
が
立
ち
上

が
っ
て
観
察

さ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う

に
成
立
し
た
高
木
林
も
あ

る
段
階

で
、

や

は
り
立
ち
枯

れ
の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

一
方
、
種
子
に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

ハ
ン
ノ
キ
林
も
部
分
的

に
は
あ
る
。
草
地
造
成
や

河
川
改
修
工
事
な

ど
に
よ

っ
て
土
砂

が
も
ち
こ
ま
れ
た
湿

原
域
や
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
を
囲
む

ハ
ン
ノ
キ
林
の
最
林
縁

域

、
地
下
水
位

が
短
期
間
に
低

下
し

た
ヨ
シ
ー

ス
ゲ
原
、

掘
削
さ
れ
た
排
水
溝

の
土
手
な
ど
に
み
と
め
ら
れ
る
・

ミ

、翼

・
ひ

、
一

ズ
ゴ

ケ
湿
原
の
周
囲
は
ま
ば
ら
に
点
在
す

る
低
木
で
あ

る

～
.

が
、
そ
の
他

の
地
域
で
は
ほ
ぼ
等
間
隔
の
密
生
し
た
樹
間

、

写真2ハ ンノキの萌芽(1)

釧路湿原温根内地 区

の
亜
高
木
林

と
し
て
み
と
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
釧
路
湿
原

に
お
け
る

ハ
ン
ノ
キ
林

は
、
大
半
が
同

一
林
地
に
お
い
て
萌
芽
更
新
を
営
ん
で

い
る
湿
地
林

と
し

て
理
解
さ
れ
よ
う
。

空
中
写
真

に
写
し

だ
さ
れ
た

ハ
ン
ノ
キ
林

に
お

い
て
も
、
高
木
林

の
林
床
に
出
現
す
る
稚
樹
は

ハ
ン

ノ
キ
で
は
な
く

て
ヤ
チ
ダ

モ
や

ハ
ル

ニ
レ
で
あ

っ
た
し
、

一
九
八
○
年
に
現
わ
れ
た
低
木
林
、
亜
高
木

林
も
大
部
分

が
萌
芽
林
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
釧
路
湿
原

の

ハ
ン
ノ
キ
林
を
展
望
す
る
時
、
必
ず
し
も
低
木
林

か
ら
亜
高
木
林
、
高
木
林

へ

と
連
続
し
て
樹
林

の
高
さ
が
推
移

せ
ず
、
凸
凹
の
階
段
状
を
呈
す

る
こ
と
に

気

が
つ
く
。

同

一
の
湿
原
域
で
あ

り
な
が
ら
高
木
林
に
低
木
林
が
隣
接
し
た

り
、

ハ ンノキの萌芽(3>

釧路湿原温根内地 区

写真4ハン ノキの萌芽(2)

釧路湿原温根内地区

写真3

ヨ
シ
ー

ス
ゲ
原

に
高
木
林

が
孤
立
し
て

い
た
り
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の

ハ

ン
ノ
キ
林
は
、
お
の
お

の
は
同

一
の
樹
高
で
あ
る
が
樹
林
同
志
は
互

い
に
不

連
続

で
あ
る
。

一
つ
の
樹
林
が
、
徐

々
に
林
地
を
周
囲
に
拡
大
し
て
行
く
と

い
う

の
で
は
な
く
て
、
あ

る
時
期

に

一
斉
に

一
定
の
地
域
を
占
有
し
は
じ
め

る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

高
木
林
に
わ
け
入

っ
て
み
る
と
、
林
内
の
中
央
部

に

ハ
ン
ノ
キ
が
ま

っ
た

く
生
育
せ
ず

、
朽
ち
た

ハ
ン
ノ
キ
を
お
お
う
よ
う

に
ヨ
シ
や
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ

ス
が
繁
茂
し
て
い
る
と

い
う
事
例

に
出
合
う
。
周
囲

の
高
木

に
萌
芽
は
み
ら

れ
な

い
。

こ
の

ハ
ン
ノ
キ
林

は
い
ず
れ
消
滅
し
て
し
ま
う

も
の
と
推
定

さ
れ

る
。
そ
し
て
、

こ
の
高
木
林
を
囲
ん
で

い
る
低
木
林
が
あ

れ
ば
、
次
の
段
階

で
低
木
林
は
ヨ
シ
原
を
囲

む
こ
と
に
な
る
。
萌
芽

に
よ
る

ハ
ン
ノ
キ
林

の
更

新
が
連
続
し

て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
立
地
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ

っ
て

樹
林
の
消
滅
も
み
と
め
ら
れ
る
。

密
集

団
を

つ
く
る
谷
地
坊
主

の
断
面
を
み

る
時
、
し
ば
し
ば

ハ
ン
ノ
キ

の
古
株
が
あ
ら
わ
れ
て
過
去

の
樹
林

の
存
在
を

う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な

ハ
ン
ノ
キ
林
消
滅

の
・王
な
要
因
は
、
長

い
年
月

の
間
に
流
路

を
複
雑
な
網

の
目
状
に
変
え
る
河
川
の
変
動
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、

一
年
に

一
㎜
堆
積
す
る
と
さ
れ
る
泥
炭
に

ハ
ン
ノ
キ
林
の
変
遷
を

み
る
こ
と
が

で
き
る
。
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図3釧 路湿原 温根内地区の泥炭柱状図

(飯塚1954よ り作図)

赤
沼
付
近
で
行
な
わ
れ
た
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査

の
結
果
を
泥
炭
柱
状
図
に
あ
ら
わ
す

と
、
過
去
の

ハ
ン

ノ
キ
林
の
存
在

が
示
唆
さ
れ
る
。

一
五

一
地
点
は
現
在

ハ
ン
ノ
キ
林

が
分
布
す

る
が
、
深
さ
二

m
以
下

の
ヨ
シ
泥
炭
中

に
も

ハ
ン
ノ
キ
が
出
現
す
る
。

一
四
六
地
点
は

ヨ
シ
ー

ス
ゲ
類
湿
原

で
あ
る
が
、
火
山

灰
層

の
下
に

ハ
ン
ノ
キ
を
含
む

ヨ
シ
ー

ス
ゲ
泥
炭
を
み
と
め
る
。

一
四
四
地
点

は
ミ
ズ
ゴ

ケ
湿
原

で
、

火
山
灰
層

下
の
ス
ゲ
泥
炭
に
木
を
含

み
、
さ
ら
に
深
さ
二

m
以
下
の
ス
ゲ
泥
炭

が

ハ
ン
ノ
キ
を
包
含
し

て
い
る
。

ハ
ン
ノ
キ
林
の
形
成

・
消
滅
が
数
百
年

か
ら
千
数
百
年

の
間
隔
を
も

っ
て
く
り
返
え
さ
れ
て

い
る
よ
う

に
み
え
る
。

釧
路
湿
原

に
お
け
る

ハ
ン
ノ
キ
林

の
形
成
は
、
あ
る
種

の
サ
イ
ク
ル
を
も

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
・え
ら
れ
る
資
料

で
あ
る
。

堤
防
造
成
後
の
ハ
ン
ノ
キ
林

一
九
三

一
年

に
建
設
さ
れ
た
堤
防

の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

ハ
ン
ノ
キ
林

に

つ
い
て
考
え
て
み

た

い
。

か

つ
て
は
同

一
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原

で
あ

っ
た
南
北
の
湿
原
域
は
、
現
在
、
堤
防

で
分
断
さ
れ
地
下
水

位
の
変
動
量

に
お

い
て
、
北
部
を

一
と
す
る
な
ら
ば
南
部

は
四
-
五
と
い
っ
た
差

が
あ
ら
わ
れ
、
植
生

も
南
部

は
ヌ
マ
ガ
ヤ
、

ヨ
シ
、
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
な
ど
の
侵
入
が
著
し
く
、

一
種

の
退
行
的
遷
移
を
示

唆

し
て
い
る
。

ミ
ズ
ゴ

ケ
湿
原
を
囲
む

ハ
ン
ノ
キ
林
を
み
る
と
、

北
部

(
図
中
D
)
は
ム
ジ
ナ
ス
ゲ
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
が
優
占
す
る
ブ

ッ
シ

ュ
状

の
低
木
林
で
、
樹
高

一
-

三

m
、
樹
幹
直
径
ニ
ー
六

㎝

(
地
上
五
〇

㎝
)、
樹
令
二
〇
年
内
外

で
あ
る
。
南
部

(
図
中
B
)
は
ミ
ズ

ゴ
ケ
に
ヨ
シ
、
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
な
ど
が
混
生
す
る
亜
高
木
林
で
、
樹
高
三
ー
七

m
、
胸

高
直
径
四
ー

一
〇

㎝
、
樹
令
は
北
部

と
ほ
ぼ
同
じ
二
〇
年
内
外

で
あ
る
。

相
方

の
生
長
を
比
較
す
る
と
、
樹
令

に
と
も
な
う
樹
幹

の
半
径
は
、
南
部
は
ほ
と
ん
ど
直
線
的
に
肥

大
し
、
さ
ら
に
伸
び
る
傾
向
を
示
す

の
に
対
し
て
、
北
部

で
は
や
や
頭
打
ち
と
な

っ
て
い
る
。
北
部
で

最
も
太

い
幹

の

ハ
ン

ノ
キ
は
樹
幹

の
中
心

が
す

で
に
朽
ち
て

い

た
。
年
平
均
肥
大
生

長
を
北
部

一
と
す
る

な
ら
ば
、
南
部
は
三

点

ー

図4泥 炭の柱状採取地∫

(飯塚1954よ り作図

1
四
を
示
す
。

樹
高
に
つ
い
て
も
、

南
部

で
は
約
八

m
ま

で
伸

び
て

い
る

の
に

対
し

て
北
部

は
約
三

m
で
頭
打
ち
に
な
る
。

年
平
均

の
樹
高

の
伸

び
を
北
部

一
と
す
れ

ば
南
部

は
二
ー
二

・

五
で
あ
る
。

生
長

の
頭
打
ち
現

象
や
、
枯
損
木

の
樹
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令
に
萌
芽
更
新

の
サ
イ
ク

ル
期
間
を
求
め
る
な
ら
ば
、
堤
防
の
北
部
と
南
部

で
更
新

の
サ
イ
ク
ル
に
明

ら
か
な
差

が
み
と
め
ら
れ
る
。
南
部
は
北
部
よ
り
も

ハ
ン
ノ
キ
林
形
成
に
適
し
た
立
地
に
変
容
し

た
も

の
と
推
定

さ
れ
る
。

北
部
が
ほ
ぼ
自
然
状
態

に
近

い
ハ
ン
ノ
キ
林
と
考
え
る
な
ら
ば
、
南
部

は
人
為
的
な
影
響
を
受
け
た

結
果

の
樹
林

と

い
う
事
例

に
な
ろ
う
。

ハ
ン
ノ
キ
林

の
分
布
に
お

い
て
も
、
北
部
は
河
川
の
上
流
域
な
ど
湿
原

の
周
縁
域

で
あ
る

の
に
対
し

て
、
南
部

は
湿
原

の
周
囲
に
加
え
て
河
川
沿

い
の
湿
原
中

央
域

に

分
布
し
て

い
る
。

一
九
七
三
年
か
ら
八
○
年
ま

で
の
変
化
に
お
い

て
も
、
北
部

に
比

べ
て
南
部

の
林
地

の
拡
大

は
前
述

の
通
り
急
速

1
」

ぐ
》

20

B3B2

D
留
……7

L

ー
」

e
O

漏
聯

-

鴨

讐

1020

R'S:短 半径

(神 田1982)

D

50

で
あ

る
。

釧

路

川

治

水
後

約

半

世

紀

、

ハ
ン
ノ

キ

林

を

み
る

と

、

っ
た
湿

原

の
遷

移

を

歩

ん

で

い
る
よ

う

に

み

え

る
。

四
號

幌
聴

し

B1

S

0102001000

樹 令

図5釧 路湿原温根内地区のハンノキ肥大生長

H:樹 高(m)Y:樹 令R':平 均半径(cm)R'L:長 半径
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あ
と
が
き
に
か
え
て

扮
罐

乾
腿

5

自

3
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半

径

岡

6

樹

4

高

(m)2

0

堤
防
を
境

に
北
部
と
南
部
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

釧
路
湿
原

の

ハ
ン
ノ
キ
林
は
必
ず
し
も
分
布
域

の
拡
大
と
い
う

一
方

向
に
む
か

っ
て

の
み
遷
移
し
て

い
る
と
は
言

い
が
た
い
。

立
地
環
境

に
よ

っ
て
個

々
の
遷
移

パ
タ
ー
ン
を
も
ち
、
全
体
と

し
て

ハ
ン
ノ
キ
林
は
土
壌
的
極
相
林
の
位
置
に
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
詳
細

図6釧 路湿原温根内地区のハ ンノキの樹高 と胸高直径(神 田1982)
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な
基
礎
調
査

の
集
積

に
よ

っ
て
、
お
の
お

の
の
し
く
み
が
解

明
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
思
う
。

非
湿
原
化

の
波
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
人
々
の
目
を
と
ら
え
て
は
な
さ

な

い
釧
路
湿
原
は
、
や
は
り
数
千
年

の
年
月
を
経
て
も
な
お
原
生
に
近

い
自
然
を
展
開
し

て

い
る
の
で
あ
り
、
学
ぶ

べ
き
情
報

は
果
て
し
な
く
堆
積
し

て
い
る
に
違

い
な

い
。

釧
路
湿
原
を
自
然

の
営
み
に
ゆ
だ
ね
、
真

に
郷
土
を
育
く
む
自
然

と
し
て
受
け

つ
い
で

ゆ
き
た

い
も

の
と
思
う
。

末
筆
な
が
ら
、
本
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た

っ
て
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
、
神

田

房
行
助
教
授

に
資
料
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
た

い
。
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